授業づくり研修講座　実践レポート

座間市立相模が丘小学校　　　　佐藤　美留

○単元名　　　　第1学年　　「みのまわりのいきもの」

○単元目標　　　身のまわりのいきものをよく見て、簡単に説明する文章を書き、「みのまわりのいきもの
ずかん」を作る。

○実践のポイント
　・児童の書きたいという意欲を引き出すために、身のまわりの生き物に目を向けさせる。
　・考えたことを発表させて、書く楽しみにつなげる。
　・書き始めが苦手な子のために、まずは1つの生き物を全員で考える。
　・書き始めのパターンをいくつか提示する。
　・１つずつ短冊に書かせて、書く順番を考えさせる。

○実践内容
　１　学習の見通しを立てる。
　　身のまわりの生き物について経験したことを発表しあう。
　　　「みのまわりのいきものずかん」を作るというめあてを確認し、書きたい生き物を考える。
　
　２　簡単に説明する文章を書く。
　　　生き物の様子がわかる書き方について、教科書の文を参考にして学習する。
　　　クラス全員で１つの生き物を例にして、様子や動きを思い出してメモを書く。
　　　メモをもとにして文章を書く。

　３　自分で決めた生き物で、文章を書く。
　　　生き物の様子がわかるところをメモする。
　　　短冊に文章で書く。
　　　短冊を並べ替えて、文章構成を考える。

　４　友だちと読み合い、間違いを正して書き直す。
　　　書いた文章を友だちと読み合う。
　　　文章について気付いたことを伝え合う。
　　　友だちから教わったことで、文章を書き直す。

○振り返り
[bookmark: _GoBack]成果・・・書きたい生き物を、決まった児童から発表させたため、決まっていない児童の参考になり、決めるのに時間がかかる児童には良かった。メモで詳しく書かせることができたので、文章にするときがスムーズだった。

課題・・・書きたい生き物と、書きやすい生き物が違うため、書き始めから難しく、手が止まってしまう児童がいた。動きなど、思い出せるがどのように書き表したらいいのか、悩んでいた。
